
援助内容

福祉サービスの利用援助
及びその他の援助

日常的金銭管理
サービス

書類等預かりサービス

※生活保護受給者は、A及びBの利用料が免除になります。

通帳等
本人保管

1回1時間まで1,500円
以後30分ごと   600円

1回1時間まで1,700円
以後30分ごと   850円

1回1時間まで3,000円
以後30分ごと   600円

月1,000円 月1,000円

1回1時間まで3,000円
以後30分ごと   850円

通帳等
社協保管

A

B

C

利用料

現　行 改定後 （10月変更）

お知らせ地域福祉権利擁護事業
利 用 料 改 定

　東京都社会福祉協議会より、地域福祉権利擁護事業の新
たな標準利用料（令和6年4月1日改定）が発表されました。社
協では、10月1日より新たな標準利用料に準じて変更いたし
ます。詳しくは下表をご覧ください。

【問い合わせ】相談支援担当 042-479-6294

安心して心豊かに暮らせる
地域づくり ～ごみの出し方～

報告

【問い合わせ】東部地域担当 042-475-0739

　令和5年3月に大門二丁目アパート自治会と社協が協力して実
施した、「大門二丁目地域暮らしに関するアンケート」の調査結果
からごみの出し方についてまとめたチラシを作成・配布しました。
　本チラシでは隣接する障がい者施
設、（福）森の会広域地域ケアセン
ターバオバブや（福）すぎのこえいぶ
るが個別の資源回収に対応している
こともお知らせしました（回収品目に
ついてはお問い合わせください）。
　地域で気になることを共有し、小さ
なことでも取り組みを始めてみること
が、住みよいまちづくりにつながりま
す。日ごろ気になっていることを社協
へお寄せください。

東部
地域

大門二丁目アパート1・2・3号棟にお住まいの方 165世帯

「ふくしのまちづくり実践中」

対 象

　「困ったときはお互いさま」で行う社協会員相互の助
け合い活動です。高齢や障がい、産後などでお困りの方
の、家事のお手伝いをしてくださる方を募集しています。
特に浅間町など線路から東側の地域で協力できる方大募
集。週1回1時間など、手の空いた時間で地域の福祉活動
にご協力ください。

◆条　件
◆内　容

◆協力会員登録の流れ

◆謝　金

18歳以上で心身ともに健康で当事業の主旨に賛同する方。
提供できる内容を選んで登録します。
食事の支度、衣服等の洗濯・つくろい、住居の掃除・整理、生活用
品の買物、お話し相手・朗読・代筆、外出・通院付き添い、その他。

まずは、電話で資料請求をしてください。郵送資料をご確認
の上、電話にてご相談と詳細説明（30分程度）、登録手続き
の来所日を予約します。

◆年会費
登録時に社協年会費が必要です。
（正会員1,000円以上）

【問い合わせ】 ふれあいサービス 042-473-0294

「ふれあいサービス」「ふれあいサービス」「ふれあいサービス」「ふれあいサービス」
みんなの助け合い♥支え合いで住みよい街へ

協力会員
募集！
協力会員
募集！

月曜日から土曜日
午前9時～午後5時

上記以外の時間
日曜日・祝日・年末年始

800円／1時間 

1,000円／1時間

活動事例
　80歳代ひとり暮らしの方の
家に、週1回1時間、掃除のお
手伝い。リビングなどの掃除機
がけ、水回りの掃除をしていま
す。利用会員・協力会員ともに
男性。共通の趣味である写真
の話をしながら、活動すること
もあるそうです。

〈地域福祉コーディネーター事業〉 市受託事業として西部地域（小金井街道西側の地域）に担当職員1名を配置しています。
ちょっと気になる 身近な困りごとは地域福祉コーディネーターへ

　生活の中での悩みや困りごと、地域の中で感じていることや気になっていることなど、自分だけではなくお知り
合いのことでも結構です。地域の皆さまと協力して解決に向けたお手伝いをします。

■ 場　所
■ 対　象
■ 定　員
■ 内　容
■ 参加費
■ 申込み

市役所７階 701会議室（本町3-3-1）
ひきこもりでお悩みの家族または本人
20人（各開催日の4日前までに申し込み）
参加者同士の交流
無料
申込フォーム、電話
❶氏名（ふりがな） ●❷年代
●❸電話番号  ●❹お住まいの市
をお知らせください。

■ 場　所
■ 対　象
■ 定　員
■ 申込み

■ 申込締切　５月31日（金）

市役所７階 701会議室（本町3-3-1）
ひきこもりでお悩みの家族または本人、興味関心のある人
30人　■ 参加費　無料
申込フォーム、電話
❶氏名（ふりがな） ●❷年代
●❸電話番号  ●❹お住まいの市
をお知らせください。

〈申込フォーム〉〈申込フォーム〉

　家族が学校にいかない、家にこもっている、仕事をしていない、関わり方がわからない・・・悩んでいるのはあなただけではあ
りません。家族同士で悩みを分かちあい、つながり支え合う会です。ほっとできる場としてお気軽にご参加ください。

　家族会の主宰やピアサポーター養成研修講師な
ど家族への支援を第一に掲げて活動する田口氏に、
家族の立場だからこそできる具体的な関わり方のヒ
ントを学びます。

「ひきこもりの理解と対応 わが子との向き合い方」
講師　NPO法人KHJ埼玉けやきの会 代表理事　田口 ゆりえ 氏

　フードパントリーは、食に困ったときに誰もが食の支援を受けられる場所です。
　今年度は5月６日（月）に実施します。お互いさまの地域づくりと持続可能なフードパン
トリーのため、皆さまのご協力をお願いいたします。

【対象食品等】

【条件】

【受付】

【場所】

賞味期限が明記されていて2024年６月１日以降の
もの、未開封で包装や外装が破損していないもの、
生鮮食品以外のもの、常温保存が可能なもの
３月25日（月）～４月22日（月）
午前9時～午後5時 地区センターは火曜・祝日以外
5地区センター（中央町、浅間町、野火止、八幡町、
南町）、3地域センター（西部、東部・南部）、シャロー
ム東久留米（南沢5-18-36）

お米やうどん、パスタなどの乾麺、海苔など
の乾物類、缶詰、インスタント・レトルト食品、
コーヒーやお茶、アルコール類を除く飲料な
ど。その他新品の日用品（学用品やタオル、
生理用品）も募ります。

　食の支援を希望される方は事前の予約が必要です。詳しくは、公共施設に配架のチラシを
ご覧ください。
【予約期間】４月11日（木）～15日（月）

　個人、団体（企業）のボランティアを募集しています。詳しくは、地域福祉コーディネーターに
ご相談ください。

【共催】フードパントリーひよこ実行委員会、東久留米市社会福祉協議会（地域福祉コーディネーター事業）

●5月に配布するための食品～フードドライブの協力～

家 族 会 学 習 会

●第６回フードパントリーひよこ　５月６日（月・休）

●運営のご協力

ひがしくるめ ひきこもり家族会
フードパントリーにご協力ください

お話を聞くだけでも
かまいません

募集

お知らせ

日 時

日 時

４月14日（日）、5月12日（日）
午後２時～４時

６月９日（日） 午後2時～4時

　※この会は、ご家族とサポーター（不登校支援者、障がい者福祉事業者等）で運営しています。

地域福祉コーディネーター
（社会福祉協議会ボランティアセンター） 042-475-0739 042-476-4545【連絡先・問い合わせ】

〈食品受付場所〉

（午後1時45分受付、入退室自由）

月～金曜日 午前8時半～午後5時15分 042-475-0739〈ボランティアセンター〉

坂を後ろ向きで支えて下りる体験者

日 時
会 場

協 力
定 員
申 込 み

受付期間

：
：

：
：
：

：

■
■

■
■
■

■

5月27日（月）午前10時～正午
社協会議室
（わくわく健康プラザ2階）
シニアアシスト・おもいやり
10名
申込フォーム、電話、ファクス
①氏名②年齢③住所④電話番
号をお知らせください。
4月1日（月）～
5月10日（金）

　子どもたちの思いやりの心を育てる車いす体験・高齢者疑似体験・アイ
マスク体験の講座です。受講後、ボランティアとして小・中学校の福祉学
習に参加できる他、希望者には協力者を求めているボランティア活動を紹
介します。

募集 募集お知らせ

東京福祉企画
ホームページ

〈申込フォーム〉

令和6年度
ボランティア保険・行事保険

令和6年度
ボランティア保険・行事保険

　ボランティア保険は、ボランティア活動中の「傷害」と「賠償責
任」の2つの補償をセットにした保険です。年間保険料は350円か
ら。加入時には氏名、住所、電話番号が必要です。社協事務局もし
くは中央町地区センターで加入できます。※おつりの用意はあり
ません。

　保険期間は令和6年4月1日～令和7年3月31日の1年間（中途
加入の方は加入手続き完了日の翌日午前0時から令和7年3月
31日まで）です。

　また、市民活動団体が主催する行事等での
「傷害補償」と「主催団体の賠償責任補償」が
セットになった「行事保険」も取り扱っています。
　詳しくは、（有）東京福祉企画ホームページを
ご確認ください。

令和6年度 地域協働事業
地域の困りごとを解決する
アイデアを募集します

令和6年度 地域協働事業
地域の困りごとを解決する
アイデアを募集します

福祉学習ボランティア体験講座福祉学習ボランティア体験講座

　ボランティア団体、市民活動団体、福祉施設等と社協が互いの
強みを活かして「地域の困りごと」に対し一緒に取り組み、実施に
かかる費用を助成します。
　地域福祉の担い手・ボランティアの養成や施設間で協働する地
域福祉に関する事業など上限10万円（テーマによる）。

　一緒に取り組みます
　ボランティアセンターと団体でともに相談し、企画をすすめます。

　ノウハウを提供します
　講座やイベントの開催、関係団体とのネットワークをご活用くだ 
　さい。

　詳しくは、ボランティアセンターまでお問い合わせください。
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